
 

 

 

四条地区農空間保全協議会（大東市） 
 

【地区概要】 

取組面積 ２.６１ha［田2.61ha 畑－ha] 

農業用

施設 
開水路 ９.７km 

農道 ３.４km ため池 ５箇所 

主な
構成員 

奥の池土地改良区・寺川自治会・野崎第一
自治会・寺川水利組合・野崎第一水利組合 

交付金 １４１千円（Ｒ７） 

 
活動開始前の状況や課題 

〇 稲作の水源が生駒山中にある為にがけや急 

坂の法面が多く、周辺を流れる農業用水路も手 

入れがしにくい場所である事から管理しにくく 

農作業に影響を与えていた。 

〇 農業者の高齢化に伴い、ため池や水路の手 

入れが可能な範囲が減少し農業者数の減少によ 

り農業者だけで全ての作業を行う事が難しくな 

っていた。 

〇 山中の水路が荒れてきて倒木などの片付け 

が出来ない。線状降水帯にはまったらどうなる 

かは容易に想像がつく状況であった。 

○ その財産を保全する為に奥の池土地改良区ができましたが、高齢化により保全が大変になってきまし 

た。令和５年に四条地区農空間保全協議会を寺川自治会・野崎第一自治会・寺川水利組合・野崎第一水利 

組合・奥の池土地改良区の協力のもと設立し地区の保全を継続して出来る様に活動中です。 

取組内容 取組の効果 

地域住民と連携した山間地を活用した農空間保全 

   


